
中国の最新算数科教科書
の特徴について

京都教育大学

黒田恭史



アウトライン

１） 考察対象の中国の算数教科書について

２） 実際の算数教科書の内容から

３） 議論



高嘉良先生が持参
してくれました



今回考察する算数科の教科書

〇2011年の学習指導要領に基づいて編纂された、2014
年の算数教科書を改訂したもの

〇2022年の国家教材委員会の専門委員会によって審査
及び承認されたもの（2022年発行）

〇１年生から３年生までの算数教科書を考察対象とする

〇等号、不等号、ほぼ等しいの扱いについて
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１年生の算数教科書（不等号）

◼等号（＝）と不等号（＞、＜）を
同時に導入

◼加法記号（＋）や減法記号
（－）よりも先に導入



１年生の算数教科書（計算順序）

◼ （ ）を使って計算順序を入れ替える

◼ （ ）を使った際に演算記号（＋、－）
変更する



２年生の算数教科書（角の大小）

◼直角を導入して、すぐさま鋭角、

鈍角を扱う

◼角度は、その後に導入



２年生の算数教科書（計算順序）

◼加減乗除と（ ）を使って計算
順序を入れ替える

◼ （ ）の使い方で、どのように
答えが変化するかを確認



３年生の算数教科書（概算）

◼不等号を活用して、概数への変換、そして概算へとつなげる

◼問題解決型（ＰＢＬ）の展開で現実事象との関係を



３年生の
算数教科書
（近似値）

◼ほぼ等しい（≈）記号を活用して、近似値の概念を導入

◼概数への変換の過程から、上限・下限での抑え込みを扱う
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議 論

〇日本では、計算結果としての答えにのみ重きが置か
れている

〇中国では、計算過程の右辺と左辺の関係性、計算構
造（かっこの有無）、近似値にも重きが置かれている

〇中国では、角の大きさにおいても答えのみではなく、
大小という関係性に重きが置かれている


